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　　　　総目次
序　論
商品勘定の変遷と課題
『帳合之法』・『馬耳蘇氏複式記簿
法』・『商家必用』の帳簿組織
一比較英米古典簿記書論および現代簿
　　記教育論一一

元帳の総括および次期開始記帳につ
いて

一1英米式決算法」への道一
著者名等の呼称（カナ文字表記）およ

びタイトル・本文のスペリング等に

ついて

BookkeeperかAccountantか
押韻の仕訳ルール

仕訳帳金額欄の変遷と問題点

ジョーンズ簿記の原理とその批判者
達

幻の書・『オールドカッスル簿記
書』とその周辺
芙米古典簿記書解題（追加）

ブラウン（John　Brown）の小冊子
（1616）

ダフオーン（Richard　Dafforne）の

第2の簿記書（1670，第3版）
ディルワース（Thomas　Dilworth）

の簿記書（1777in　London，1803
in　New　York）

マルシュ（C．C．　Marsh）の初期の
簿記書（1832）

メサーベイ（A．B．　Meservey）の簿
記書（1875）

補項（以上，第16巻・第1号に収録）

統括勘定の出現

第1節統括勘定の意義
第2節統括勘定への発展段階
第3節人名勘定と擬人説
第4節　統括勘定方式と整理勘定方
　　　　式

元帳の変遷
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　（1）accountancy’s　Age　of　Stagnation

　②パチオリは簿記（学）の始祖（Pat・
　　　riach）　カ、

　（3）メヤー（John　Mair，1736量n　Edi－

　　　nburgh，1737　in　Dublin）の簿記
　　　書に関するある疑念
　（4）Ralph（e）Handsonの簿記書に関す
　　　る覚書
　⑤モンティージの簿記書の解題訂正
　⑥スプラーグの経歴と影響力
　　（7）「複式」（double　entry）セこ関する

　　　覚書
　（8）Robinson　Crusoe（1719）の著者
　　　の簿記書
　（9）残高勘定の消長に関する覚書
　aoウェデイントンの簿記書（1567）
　　　の影響について
XXIV　家具（財）勘定等の変遷
　　　一棚卸法（inventorization）から償却
　　　法（depreciation）へ

第1節　設　題
第2節　元帳各勘定口座の丁（頁）
　　　　数欄（Folio，　Fol．，　Fo．，

　　　　Reference，　R．）

イタリア式（ベニス式）『簿記テキス
ト』の完成

　　Pacioli（1494），　Tagliente（1525），

　　ノlfan20ni　（ユ534）　＿

損益計算志向の伝統
改良イタリア式帳簿組織
スネルの簿記書：付，South・Sea
Bubble

（以上，第16巻・第3号に収録。以下，本
号）

仕訳のルール（Rules）

第1節journal　formの定型
第2節仕訳のルール（Rules）；そ
の展開と課題
Malynesの（加sμ6伽40
ドッドソンの簿記書
米国の初期の簿記書
《補　記》
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Cau（v）edal（の

X⊃（　仕訳のルール（Rules）

第1節　journal　formの定型

　複式簿記のテクニカルな側面が，最も顕著

な形であらわれるのは，「仕訳」（journalizing）

ないし「仕訳帳」（journal，　giornale，　gior．

nlle　doppio）である。そして，この仕訳に関

する限り，複式簿記ないし簿記書が出現した

とき，すでに高度にテクニカルな形式をとも

なっていたことは，リトルトン（A．　C．　Littleton，

r会計発達史』・第8章）も指摘するとおりである。

　周知のように，‘‘the　orig…nal　Venetian

form　of　journal　entries”では，現金を出資

して開業したような場合，次のようになる。

Per（あるいはP）Cassa／A（あるいはa）

　パチオリの『ズムマ』・〈計算記録詳論〉

の第12章の解説では，

　Per　cassa　de　c6tanti．　A　cauedal　de　mi

tale・・・…

　とあって，2本斜線ノはない。パチオリのこ

の部分（本頁）および仕訳帳（giornale　doppio）

の雛形を示したマンゾー二簿記書（9vaderno

doppio　col　svo　Gi6rnale，　etc．，1534）の仕訳帳

冒頭の第1頁（次頁）を紹介する。パチオりの

引用部分は（当時はみなそうだが）黒体文字（b．

1．）でわかり難iいので，ペラガロ（E．Peragallo，

Origin　and　Evolution　of　Double　Entry

Bookkeeping，1938，　P．57）の並活字組文と

英訳文とを添付する。なお，ペラガロには：

のマークがあるが原典にはないはピリォッド

である。

翻価1伽認o騨彊．珈c飽tUe・Xi’劾c偏b電面6

　　　　　　ユ493addl　8入Tovembre　in　Veτiezia

　ヱ゜Per　Cassa　di　C・π亡anti：　A　Cavedal　di　nユe　talε，　eCC．，　Per　c・廠肱

mi亡rOZりin　quella　al　Prese”‘ε，ノlr40ア0εlnollete，　argentoεra，｝1ε（li　diz／ersi

C・nii，　C・mme・appare・n¢lfo9～ご・dell’1加επ‘副・P・St・ilt・cassa・eCC．，　in　tu亡ω’

ducati　tan亡i　d’oro，　e・mone‘e　du¢4‘‘鰍εf，ひロZgOπ0耽雄亡0，　al　modo　noStrO

〃ε”e2ゴ4π040γo，　cio¢agros5i　24♪er　dt‘σ，ε1）たcioli　32ρεr　gア05504Zfr44

　　　　　　　　　　　　　　　　　1ira，501di，9γ0∬i，　picci。li，

　　　　　　　V¢nice　N・vember　8，・493

，h鼎職：離畠鵯舞1溢ddl朧識贈鐸審
duca℃and　32　piccioli　pcr　grosso　in　gold　lire　　　　　　　　　　　　　　　　　iira，　sold㍉grOS5i，　piccioli。
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　ところで，パチオリの前掲書の第11章の本

文の著名な英訳では，2本（斜）線（two　little

slanting　parallels，　two　small　lines）を引く

と記述している。カッコ内の英文のうちの前

者はJ．B．　Geijsbeek（p．43）の英訳，後者は

Pietro　Crivelli（1939，　p．23）の英訳である。

後者の場合では斜線とは訳していない。R．G．

Brown＆K．　S．　Johnston，　Paciolo　on　Acc・

ounting　1963，　P．44の英訳では，　two　small

slanting　parallel　linesとある。原典を調べて

みると，virgoletteとある。辞典（ltalian－

English　Dictionary，　by　J．　Purves）では，

t．pl．　inverted　commas，　quotation　marksと

ある。ますます話しがややっこしくなる。

　以上の，仕訳の形式をめぐるバチオリの第

11章と第12章とでのこの喰違いについて、

Crivelliは，次のように注記している。

　In　Chapter　ll　Pacioli　states　that　the

debit　entry　must　be　separeted　from　its

corresponding　credit　entry　by　two　small

lines．　These　have　apparently　been　acciden．

taUy　omitted　by　the　printers　in　the　Book．

keeping　examples　of　the　original，　etc．

　筆者（久野）には，Crivelliのいうような印

刷人の偶然のミスとは，とても思えない，要

するに，この喰違いの原因は，後述するような

種々な形式が，よく整理されずにパチオリの

（あるいは，パチオリが自著に借用したテキストの

著者の）頭の中で混乱していたことにあるの

ではないかと推察される。あるいは，伊英辞

典（前掲）のように，virgoletteをinverted

commas等と解すると，パチオリの第11章の

本文と第12章の仕訳の雛形にはほとんど喰違

いがないことになる。コンマとピリオッドと

の違いだけである。とすると，Geijsbeekと

Brown＆Johnstonとが何故に2本斜線と
英訳し，　Crivelliが2本細線と英訳したのかが

疑問となる。

　参考のために，パチオリのオリジナルの第

11章，Geijsbeek，　CrivelliおよびBrown＆

Johnstonの3英訳を対比して次に示す。

εαゑ．fquc腿o　dxpξr　lo～o　lヒb臼b脇a◎cnOtarc。　　　　　　　　　　　　　　tgP‘Ido．　8童，

　　　　　　②‘lbmo（（ommocd竃ロo）1ご‘crmm‘ワfttati　i　dご【ω⑳oma1c．】しuno　edIttd．　；dyer

lat　kbrd　g『idc　I途bご“apo？re）d）¢n61でdごno【i　p汽P　（idご【1‘dOt　tCnmni．it》d‘qIi．1～P9‘11d　P～ゴ躍

識鵠累盟鴉瓢臨齢灘鵬1潔瀦密語轍跳総辮ξ
臨望勧乏騙臨溜際綿鵠鴇監1諮器翻亀離1諮畿譲
t”　x」εqU‘“o　d）c　pcr　ctrt　fc　1，0bM＆nrcndcrc。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C正［APTER　11．

　　THE　TWO　EXPRESSIONS　USED　IN　THE　JOURNAL，　ESPECIAhLY　IN　VENICE，　THE　ONE
CALLED‘‘PER，，，AND　rrHE　OTHER‘‘Aノ，ムND　WHAT　IS　UNDERSTOOD　BY　THEM．

　　A・we　h・Ye　s・id・tller・a・e　tw…p…si・n・（termini）　used　i・the・aid　J…r・・1；the・・e　is　caH・d・pe。，，・

・・ld　th・・亡he・・s　ca11・d“・，”・a・h・f　whi・h　h・・aρ・a・｛・g・f　it・僻・．‘‘P・・”ind三・・t・・th・d・bt・r（dρbitore）

°11eg「ln°「easth曾・a・em・yb・，・n4“・・”・red・t・・（…甜・・の，・・e・rm・r・a・thecasem・yb・．　N・v・r玉・

摺耀欄置t羅濃・膿謹騒騰e驚瀦蹴欝轡ρ蕊講総音、｝糊器
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（J．B．Geijsbeek）
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て，何故にノを用いたかは不明である。
CHAPTER　XI．

0∫ぎA¢　f蜘　f¢r而or　eXPress’o”5　us¢♂in　5α’♂∫oαr躍α乙　empteyal　5やec如～ty

in　7訟た¢；One　catted“P‘r”㎝♂fゐ‘o’みεr“！1∴απ♂陥αξ己5’06c

　　　　　　　伽♂¢rsfoo♂by　fゐ師，

　　Ssald，　there　are　two　expressions　used　in　said

　　　Joumal；・ne　is　called“Per，”the。ther

　　　“・4，”each　having　a　differenセmeaning．

“fPer”always　den・tes　a　debt・r．。r．。ne。r　m・re　as

　　　　　　　　　　　　　　　　■there　may　be；and　bジ‘ノブ’is　denoted　the　creditor，

・r・ne　or　more　as出ere　may　be．　Never　is　an　ordinary

item　P・sted　ln　the　J・urnal（which・is・t・もe　entered　in

the　big　book－Ledger）which　is　not　6rst　den。ted　by

one　of　the　said　expresslons．　At　the　commencement

of　each　e㎡try｛s　always　put　the　expression‘‘P¢r，9’

because　the』debt・r　must　always　be　described　first；

and止en，　inimediately　a｛ter，　the’CredltOr，　separate（1

・ne　fr・m　the・ther　by『tWd　smal1’lineS　thuS　ll＊，　aS

y。u　Wlll　n。te　in　the　eXample　giサen　bel。W．

，See　Boek．Keeping　Noヒe　No．1欲end　o「「rreユti5e。

（P，Crivelli｝

Chapter工工

The　Two£xpressions　Used　in　the　Jol‘rnal，　Especially　in

Veni‘e：One　CaUed　Per，　and　the　other　A，　and

What・ls　to　be・Under5t。od　by　Tl1¢川，

The・e・are　tw・uniq・e　expressl・n5　u5ed　in　the　J。・mal・0・・i5　call・d

Per　and・the・ther　A，　each　having　a　meaning・f　its。wn．

Peralwaysindicatesadebit、oneormore　a5　thecasemaybe，

Adenotes　a　credit，　one　or　more　as　the　ca5e　may　be．

An　ordinary　item　is　never　entered　in　the　Ioumal〔which　will　be　la忙er

posted　to　the　Ledger）unles5　it　contains　the　two　expressions．　The　ex－

pression　Pε7　is　put　at　the　beginning　of　each　entry，　because　the　debit

musヒalways　be　de5eribed　first；　and　then，　immediately　after，ノL　and　the

credit，　One　is　separatCd　fr・m　the・th・・by　tw・5m・11・1・nti・g　P・・all・I

lines”〃，”as　you　wil：　note　in　the　example　given　in　Chapter　n・fi

　　　　　　　　　　　　　　（BrOWI1＆　JvhntstOn）

　Geijsbeekの英訳とパチオリの原典とを対

比すると，極めて注目すべき事実を見出す。

すなわち，パチオリの原典では，Per　cassa．

Acauedalのような形式で，全文にわたりす

べてピリオッドの形式になっている。Geijsb・

eekの英訳では，ピリオッドのところがすべ

てノとなっているのである。パチオリ以後の，

例えばマンゾー二（Ωvaderno　doppio　etc．，

1534）の簿記書でノを用いていることはたし

かだが，Geijsbeekがパチオリの英訳に際し

81

　Per，　A　｝X英語のBy（For），Toに相当する

前置詞である。Per　Cassa，　A　Cauedalを英語

で完全（に近い）表記で示すなら，こうなる

筈である。

　Cash　is　debtor　to　Stock（Capital）．　Stock

　is　creditor　by　cash．

　このような表記のことを，一般に‘‘atwo・

fold　double　entry”と称しているようである。

文字通り，「2要素（atwofold）」からなる

「複記」（double　entry）である。これを土台に

して考えれぽ，当然，前置詞By，　Toをテク

ニヵルな符号化すると，

　By　Cash（Per　Cassa）　　．TρStock（A

Cauedal）

　となる筈である。なお，Cassaは英語の

Chest，　Cash　Boxに当る。初期の英国簿記

書では，しばしばCashとはイタリア語に

由来し，ready　money（mony）のことであ

るなぞと解説がしてある。当時はCashとい

う英語は，hard　wordであったようだ。

　英国の場合，先掲のような‘‘a　twofold　dou－

ble　entry”（2要素複記）を，さらに省略して，

よりテクニカルなものにしようとすれば，

　Cash　is　debtor　to　Stock　　x××ですむ

ことになる。動詞も省略するのなら，

　Cash　debtor　to　Stock　　　×××

となる。

　英国人の手になる最初の英文簿記書である

James　Peele，　The　manner　and　fourme　how

to　kepe　a　perfecte　reconyng，　etc．，1553の

仕訳帳の冒頭の第1頁では，

吉M・・y・・D・b・・・…S…k・b・1・ng－

mg　tome……
となっている。この頁の部分を参考のために

次頁に掲示する。

　これが，ダフォーンの簿記書（The　Merch・

ants　Mirrour：etc．，1635）ともなると，動詞
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L
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L

An．1633．　the　1．　of　January　in　London Fol　1．

L　Cash　Debitor　to　Stocke£．1．000，15s．7d．　for　Sundry　Coins

200．Peeces，　at　22．　s．　per　Peece＿．＿．＿一＿　一一一＿一＿

200．Peeces，　at　20。　s．　per　Peece＿＿＿一＿＿．

300．Estates　dollers，　at　4．　s．6d．、＿＿＿＿一一＿．

300．Double＿pistoles，　at　26．　s㌧

And　White．mony　of　sundry　sorts

£．220．一

£．200．一

£．180，一

£．390．一
δε．　　10．15．7。

£

1，000

．～．VV、tt　t＞、（ハへヘハV＞VVVV、へ＿tS　Ptへへ（〔’、一へ八～〉、ハへtv＞VVVV、ヘハ∫＼ハA八へrvxA〈A（

S．

15

d

7

のisが落ちてCash　Debitor　to　Stockeとな

る。その実況は上掲のとおりである。

　‘‘atwofold　double　entry，，を考える場合，

資本（主）を介在させる次のような仕訳分解

の考え方がある。リトルトンの『前掲書』第

4章にみえている。例えば，商品（実名で何

々）を掛で購入したような場合を考える。当

時は機能的商品勘定ではなく実名商品勘定で

あり，また入名勘定を採用しており買掛金の

ような統括勘定は登場していないが，ここで

は説明の便宜上，当世風になおす。

（借方）商　品　×××　（貸方）資本（主）×××

（借方）資本（主）×××　（貸方）買掛金×××

　この場合の資本（主）勘定の記録を省略し

て示すと，

（借方）商品×××　　　（貸方）買掛金×××

となる。先掲の2本斜線（the　two　diagonal

lines　or，　two　little　slanting　parallels）は，

この省略をあらわすものと考えられている

（『前掲書』，訳書，P．73頁）。つまり，

　　　　　　a＝b（／）

　　　（／）b＝c

　　　　　　a＝C→a／／C

という論法（あるいは発想）である。

　ところが，どうも，この考え方は，「深読

みが過ぎる」ようである。そのために，

全体がriddle　storyになりかねないおそれが

ある。左横書きの場合に，ある記事を抹消

（あるいは省略）したり，あるいは，左右の

位置の区別をするということになると，勢い

右上から左下への斜線を引くのがごく自然で

83

へへ　ハ（（ハ」

ある。しかし，2重の抹消のために／が重なっ

てノとなったという風に考えるのは，果して

いかがなものか。前掲のパチオリの場合でも，

また，1525年に刊行のG．A．　Tagliente（J．

A．Taiente）のCOnsiderandoの場合でも，

この斜線自体がない。Taglienteの仕訳帳雛

形の冒頭は，こうである。

　Per　Cαssa，14，chauedal　de　mi　tαt．召オc．　x　x×

　2本斜線に関するリトルトンの記述は，お

そらく，1914年刊のJohn　B．　Geijsbeek，　Anc－

ient　Doub　le　＝　Entry　Bookkeeping，　etc．，p．115

の記述もしくは，この記述にあるsimon
Stevinの説あたりが種本であろう。Geijsbeek

はいう。

　It　is　di伍cult　to　state　what　the　two　diag－

onal　lines（／）between　the　debits　and　cr・

edits　mean．

　In　the　chapter　entitled‘‘Discursion　in

the　Theory”there　has　been　set　forth　in

detaij　Stevin’s　theory　of　a　double　entry

with　two　debits　and　two　credits，　thus　ca．

rrying　the　transaction　through　the　propri・

etoゼs　acceunt　but　eliminating　the　same　by

algebric　formula．

　The　late　Joseph　Hardcastle，　C．　P．　A．　of

New　York，　in　1903，　in　his　Account　of

Excutors　and　Trustees，”chapter　on‘‘The

Personalistic　Theory，”　very　plainly　sets

forth　the　same　idea　elucidated　by　Stevin．

　著名なBarbarigoの帳簿でも，2本斜線

はない。ピリオッドもコンマもいっさいない。



例えば，次のとおりである。

　　　In　Cristi　nomine　in　MCCCXXX　a

　　　di　2　zenaro　in　Venet三a

　ユ塾一Per　cassa　de　constanti　A　ser　Fran．

　　7
　　　ceso　Balbi　e　frade11i　contadi　etc．

　　　　（出典はペラガロの『前掲書』35頁）

　1588年刊のMartin　Fuste1，　L’Arithmetiq・

ue　ab「e96e　etc．の仕訳帳では，　Par（Perで

はない）何何ti（A）何何という形をとって

おり，2本斜線を用いていない。Federigo

Mellis，　Storia　della　Ragioneria，1950（P．662）

から引用して次頁に示す。

　さらに，Giovanni　Antonio　Moschetti，　De・

ll’Universal　Trattato　di　libri　doppii，　etc．，

1610の場合では，2本斜線／ではなくて2

本横線＝となっている。Per何何＝A何何と

ある。前掲のFederigo　Mellis（P．678）から

引用して86頁に示す。

　さらにまた，元帳面における各勘定口座の

摘要の記事中で貸借の区別をする場合，1586

年刊のAngelo　Pietra，　Indrizzo　de　gli　ec・

onomi，　osia　ordinatissima　instrvttione　da

regolatamente　formare　qvalvnqve　scrittvra

三nvn　libro　doppio，　etcでは，87頁のように

1本斜線になっている。但し，仕訳帳面では2

本斜線である。なお，この簿記書は，聖職者

であったピエトラが，僧院の会計に複式簿記

を適用したものとして後世に名高い。この論

文の組版の都合上，元帳の終りの部分（59丁）

の口座の実況を示す。左右両頁（つまり1丁）

で借方側・貸方側とする伝統形式であるが，

これも組版の都合で，この論文の87頁では1

頁の上・下にまとめ写真版で示してある。

　以上にそくして，ここに漸定的ではあるが，

結論をいそぐ。2本斜線，1本斜線，2本横

線あるいはコンマ，ピリオッドまたは：（；）

等に関しては，Simon　Stevin，　A．　C．　Little・

ton，　Joseph　Hardcastleのように，もってま

わった由来を詮索する必要はない。ことさら

2本斜線／にごだおるのは，どうかと思う。

84

角度をかえて2本縦線llの場合を想定すると，

左横書きでは，まず引き（書き）にくい。い

うまでもなく，右縦書きの場合は別である。

諸般の事情からみて，これらの記号等は，位

置関係（左横書きの場合では左の位置と右の位置）

を明確にする手段であるとしか考えようがな

い。だからこそ，コンマでもよいし，ピリオッ

ドでもよい，ということになる。また，単に字

間を開いてもよいし，Per（P．　Par）とA（a，

a）との書体を変えて目立たせてもよい，とい

うことになる。そして，現に，筆者（久野）

の調査した限りでは，そうなっているのであ

る。

第2節　仕訳のルール（Rules）；その展開

　　　　と課題

　（1）問題の所在

　「仕訳のルール（Rules）」あるいは「仕訳

のrule　and　rote　apProach」bl，後述するよ

うに，資本等式に代表されるような代数恒等

式の登場によって，おおむね終焉する（筈で

あった）。この間の問題の所在を，簡明かつ

具体的にのべた（著者が意識的にのべようとし

たかどうかは，あるいは問題の所在そのものを意

識したかどうかは，必ずしも明らかではないが）

文章があるので，引用する。Buchhaltung　und

Bilanz，　Johann　Friedrich　Schtirを訳述し

た林良吉訳『会計及び貸借対照表』（大正14

年4月刊）の序文の次の一節である。

　「私は子供の時に簿記を所謂受渡説並びに

仮定人格説で教へられました。試算表の金額

が一銭か二銭合わぬ為に徹夜して苦しんだり

して，実習の上から無理矢理に覚へたのであ

りますから，深遠なる理屈は知らなくとも，

貸借仕訳等には一向差支がなかったのであり

ました。併し是を専門学校の学生に短時日に

教へようとすると仲々困難であります。教ふ

るものも教へらるるものも共に閉口するので

あります。之には色々理由もありますが，其

一は専門学校の学生は頭脳が理論的であって
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単なる機械的実習をやらされることに堪へ得

ない故であるのです。面白いことにはシェヤ

ーも緒論に於て同じ様なことを云ふて居りま

す。此点について私も種々考へを廻して居る

矢先に，先年米国加州大学教授ハットフィー

ルド博士のModern　Accountingを読むで

其代数学的説明法を甚だ面白く思つて之を教

科に応用して見た所，誠に好結果を得たので

ありました。」

　②　初期英国簿記書での仕訳のルール

　別著『英米（加）古典簿記書の発展史的研

究』（以下，単に『研究』という）の第2章・

第1節ですでに紹介しておいたように，オー

ルドカッスル＝メリス簿記書（1543・・1588）

の第9章では，極めて簡明に，

　仕訳記帳に2つの類別（two　denominatio・

ns）があること。また，一方を借主（the

Debitor）とし，他方を貸主（the　Creditor）

とすること。さらに，前者は，the　receiver，

the　borrower，のthe　nameであり，後者は，

the　deliverer，　the　lenderのthe　nameである

ことを示した。そして学習者は，すべからく，

このRulesを暗論し（by　rote）会得すべし，

とした。まったく同主旨のことがピールの簿

記書（1553）の第4章にもみえているし，ま

た，J．　C．　Gentの簿記書（1632）のく仕訳帳

の解説〉（p．6）にもみえている。用語，表

現ことごとく軌を一にしている。rule　and

rote　apProachの典型である。

　このRulesの特色は，いうまでもなく，極

めて簡明なことである。爾後は，この簡明な

Rulesが，多岐・複雑化してagreat　mass

of　rulesとなっていく。

　（3）仕訳のルールの多岐・複雑化

　Richard　Dafforneは，1635年にThe　Me・

rchants　Mirrour：etc．を，また，1670年に第

2の簿記書The　ApPrentices　Time－Enter－

tainer　accomptantly：etc．の第3版を刊行し

ている。前者については『研究』で，後者に

ついては，『学習院大学　経済論集』第16巻

第1号く英米古典簿記書研究拾遺〉で紹介し

た。

　仕訳のルールに関し，Dafforneの第1の

簿記書では，その第2部（第62項）で，Rules

of　aide，　very　requisite　in　Trades　COntinua・

nces，　to　be　lec・rned　without　boolee．として左

右15対（ッイ）にのぼるRulesを示した。そ

の実況は，　「前掲書』（pp．170～174）に紹

介してある。さらに，第2の簿記書では，The

Rules　of　Aid．　Now　follow　the　60　Rules　of

・4id・dePending　uPon　the　Premises．として

左右30対（ッイ）のいわゆるRulesを示した。

両者の冒頭の部分を次に対照してみよう。

The　Merchants　Mirrour：ete，

1．Whatsoever　commeth　unto　us（whether　Mony，

　or　Wares）for　Proper，　Factorage，　or　Compa・

　ny　account，　the　same　is……1）ebitor．

1．Whatsoever　goeth　from　us（whether　Mony，

　or　Wares）for　Proper，　Factorage，　or　Compa・

　ny　account，　the　same　is……Cγeditoγ．

The　Apprentices　Time－Entertainer　accomptantly：etc．

1．The　mony　that　we　have　at　the　taking　of　our

　Inventory　is　entred　by　the　name　of　Cash

　　　　　　Debitor。

1．Stock Creditor．
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　この対比からすぐわかるように（the　60　Ru・

les・f　Aid，の実況については，前掲の論文を参照

されたい），15対のRulesは，一般化した仕訳

のルールとしての性格が明確であるが，その

反面，抽象的で理解し難い面をもっている。

30対のいわゆるRulesは，厳密にいえばル

ールとはいい難く，むしろ，開始（開業）か

ら総括（決算）balancingに至る全取引，その

典型的な事例をえらんだ仕訳の具体的な説明

である。そこで，このような傾向が進めば，

当然のことながら，Rules（その著者がそう名

づけようとも）ではなくて，むしろ，typical

instances『例題』となる。

　別論文く英米古典簿記書研究拾遺（承前）》

r経済論集』第16巻第3号）で紹介したスネル

（Charles　Snell，1670－1733）の簿記書The

Merchant　Co皿ting－House：etc．1718では，

Rule　1～Rule　69を示したが，これも，ルー

ルではなく，むしろtypical　instances「例

題」の解説である。かかる形でのRuleSの

拡大には際限がない。

　このように，Rulesを多岐・複雑化してい

くくらいなら，より徹底して，「例題』と，

記帳の全体を仕訳帳，元帳および補助簿のす

べてに亙って雛形で具体的に示した『例題解

式』とを示し，他はすべて省略してしまう方

がましである。その典型としては，わが国の

『銀行簿記例題』（明治12年4月版権免許，大

蔵省銀行課編纂）と『銀行簿記例題解式』　（明

治14年8月版権免許，大蔵省銀行局編纂）がある。

　いずれにしても，DafforneやSnel1に典

型的にみられたいわゆるRulesの拡大，多

岐・複雑化は，際限がない（endless）。また，

学習者の立場からすると，暗諦せよ（by　rote）

といわれてみても，困難を極め，かつ，馬鹿

気ている。Da旺omeなどは，左右30対で60

のRulesを示してはみたものの，いささか

気がさしたのか，『前掲書』のThe　RuleS　of

Aid．の末尾では，やや簡略化したRulesと

して，他の著者達の例を示している。その一は

89

Johannes（loannes）Buinghaの簿記書（1627）

であり，他はJacob　van　der　Schevre（Sch－

uere）の簿記書（1634）である。　Dafforneは

英訳して次頁のように紹介している。また，次

項で兼論するverseの方式も，Dafforneは併

用している。

　J（1）oannes　Buinghaの簿記書とは，　OP・

recht　fondament　ende　principalen　inhout

van　het　Italiaens　Boeckhouden，　etc．，　Ams・

terdum，1627，8vo．であり，　Jacob　van　den

Schuereの簿記書とは，Kort　onder・richt　over

het　Italiaens　Boeckhouden，1634である（ブ

ラゥン編『会計史』の『書目』による）。

　（4）仕訳のルールの課題

　ごく初期のオールドカッスルー＝メリスの簿

記書やピールの簿記書にみられる単純ではあ

るが簡明な仕訳のルールは，前述のように，

17世紀の前半では，Dafforneにみられるよう

に，多岐・複雑化しただけでなく，ルールと

しての性格が次第にあやしくなって，むしろ，

具体的・典型的な取引の仕訳の『例題』typical

instancesの方向に展開していった。また，

ルールとしての域にとどまっている場合は，

その複雑さのゆえに，by　rote「暗論せよ」・

「丸暗記せよ」・「機械的に覚えよ」といわ

れてみても，学習者は，ほとほと困惑したに

違いない。このような事情のもとで，（おそ

らく），・例のverse（韻文）がもてはやされ

たのであろう。もっとも，前稿でも紹介した

ように，マンゾー二の簿記書（1534）やDaf〔－

orneの簿記書にもすでにみられるくらいだ

から，昔から用いられていたには違いないけ

れど，19世紀になってもなおみられる。前稿

（『経済論集』第16巻第1号）では，P．　Deighan

（1807．p．v）と1．　Mayhew（1851，　Art．273－80）

の例を紹介したが，これらは，ケリー（Dr．

Patrick　Kelly）の簿記書The　Elements　of

Book．Keeping，　both　by　Single，　and　Double

Entry：etc．，1801，　London（p．7）の韻文が種
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本のようである。ケリーの場合の，1，myとあ

る個所が，Deighanの場合では，　We，　ourと

なっており，Mayhewの場合では，you，　your

となっている。

　　ケリーの所見と合せて紹介しておこう。

　The　reason　of　the　Journal　Rules　may　be

clearly　understand　from　the　nature　of　the

Ledger．　Journalising　is，　however，　found　the

most　di、丑cult　part　of　Book・Keeping，　and

the　diおculty　is　probably　encreased　by　the

multiplicity　of　Rules　generally　given　on

the　subject．　The　Principles　of　Dr．　and　Cr．

are　simple　and　obvious，　and　therefore　the

Rules　cannot　be　numerous，　if　digested　into

proper　order　and　system．　In　Personal　Ac・

counts，　nothing　is　plainer，　than　who　is　Dγ．

or　Cr．　III　actual　business，　this　is　not　only

understood　but　felt；and　no　case　can　occur

in　either　Real　or　Fictitio御s　Accounts　to

which　the　foregoing　Rules　will　not　app】y．

　　These　I　have　here　comprised　in　a　kind

of　Verse，　to　assist　the　Memory　of　the　Le・

arner．

　　　By　Journal　Laws－what　I　receive，

　　　Is　Debtor　made，　to　what　I　give；

　　　Stock　for　my　Debts　must　Debtor　be，

　　　And　Creditor　by　Property；

　　　Profit　and　Loss　Accounts　are　plain，

　　　Idebit　Loss，　and　credit　Gain，

　　往時から近年までの仕訳のverSeの例に

ついては，『研究』や前論文で種々紹介して

あるが，ここでは，1840年の米国の少々手の

こんだものを紹介しておこう。Hunt’s　Me－

rchants　Magazine　and　Commercial　Revi・

ewt　1840（出典は，　Gary　John　Previts＆Barbara

Dubis　Merino”A　History　of　Accounting　in

America，1979，　p，47）のものである。

THE　POETRY　OF　BOOKKEEPING
Attentive　be，　and　I’ll　impart

What　constitutes　the　accountant’s　art．

This　rule　is　clear：what　I　receive

Idebtor　make　to　what　I　give．

Idebit　Stock　with　all　my　debts，

And　credit　it　for　my　effects．

The　goods　I　buy　I　debtor　make

To　him　from　whom　those　goods　I　take；

Unless　in　ready　cash　I　pay，

Then　credit　what　I　paid　away．

For　what　I　lose　or　make，‘tis　plain，

Idebit　Loss　and　credit　Gain．

The　debtor’s　place　is　my　left　hand，

Creditor　on　my　right　must　stand，

If　to　these　axioms　you’ll　attend，

Bookkeeping　you’11　soon　comprehend，

And　double－entry　you　will丘nd

Elucidated　to　your　mind．

　既述のように，　Dofforneの場合では，多岐

・複雑な仕訳のルールを示すとともに，verse

も示し（その実況は，r経済論集』第16巻第1号

に紹介した），また，より簡明化した事例を，

BuinghaとSchuereの簿記書から紹介して

いる（前頁参，照）。ここらあたりが，Dafforne

の面白いところであり，端院すべからざると

ころでもある。

　　Dafforneがその2種の簿記書を通じて，同

時に，次の3つの類型の仕訳ルールを提示し

たことは，極めて暗示的である。

　　（イ）多岐・複雑な仕訳ルール，その行きつ

　　　　　くさきは仕訳のtypical　instancesおよ

　　　　　び例題の解説になる。

　　（ロ）Buingha，　Schuereの簿記書から，簡

　　　　　明化した仕訳ルールを引用。

　　（A）verseの方式をも併用。

　　仕訳のルールの展開のプロセスを，ややシ

ェマテイックにまとめると，こうなる。

　　初期の簿記書にみられた簡明なルー一ル，や

がてそのagreat　mass　of　rulesの方向へ

の展開，学習者の困惑ないし学習の困難，口

諦によるこの克服，verseの工夫，そして，

再び単純化による簡明なルールへの回帰。
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Golden　Rule　Qf　Double．entry　BQok・Keeping

1

Debit　the　account　that　receives；credit　the　account　that　gives．

Personal　Accounts－Debit　the　receiver；credit　the　giver．

Real　Accounts－Debit　value　received；credit　value　given．

Nominat　AccQunts－Debit　tosses　or　expenses；credit　gains．

The　rules　of　Double　Entry

For　Personal　Accounts－Debit　the　Receiver；Credit　the　Giver．

For　Real　Accounts－Debit　value　that　comes　in；Credit　value　that　goes　out．

For　Nominal　Accounts－Debit　Losses　or　Expenses；Credit　Gains．

　簡明なルールへの回帰，単純化の典型的な

ケースとしては，今世紀初頭の英国の代表的

なテキストである　Munro’s　Book・Keeping

and　Accountancy，1905（1967年に第21版）

にみられるGolden　Rule　of　Double－entry

Book・Keeping（PP．2～3）がある。上段のと

おりである。

　さらに，1967年にAlfred　Palmerが補訂

した第21版によると，The　rules　of　Double

Entryは一層簡略に，次段のようになる。

　本節の冒頭で，rule　and　rote　approachは，

資本等式や代表されるような代数恒等式の登

場によって，終焉する（筈であった）が，英国

の場合では，そう簡単にはいかなかった。こ

の点で米国の場合とは事情が異なる。メヤー

（1736）やクロンヘルム　（1818），あるいはス

テフェンス（1735）等の資本等式や財産等式

は，後世に余り（殆んど）影響を与えてはい

ない。いわば「突然に姿を消してしまった」

のであり，「その影響の僅かな痕跡を探すの

にも苦労する」ほどである（J．G．　C．　Jacks・n，

The　History　of　Method　of　Exposition　of　Doub．

le．entry　Book．keeping　in　England；Studies　in

the　History　of　Accounting，　P．309以下）。

XX　MalynesのConsuetudo

1622年にGerard　Malynesの次掲の書物
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がロンドンで出版された。

　COnsuetudo：vel，　Lex　mercatoria，　or，彦he

ancient　LaW－Merchant，　etc．，　London，1622

　この書物の原典ないしゼロック版は，とも

にいま手許にないが，簿記史上は初期の注目

すべき書物のようであり，マレー（David　Mu－

rray），ウルフ（A．　H．　Woolf）あるいはエルド

リッジ（H．J．　Eldridge）の書物にも極めて

簡略ではあるが内容の紹介がみられる。これ

らを参考にして，この書物のアウト・ライン

をまとめるとこうなる。

　この書物は，そのタイトルに明らかなよう

に，商人の法律と慣行を記述したものである

が，第20章“Of　Merchants’Accounts　kept

by　Debitor　and　Creditor”で複式簿記の解

説がみられる。その内容は，Memoriall　Boo－

ke，　Journall　BookeおよびLeidger　Booke

のゆきとどいた解説であるという（ウルフp．

133）。つまり，例のイタリア式3主要簿制の

形どおりの解説ということになる。マレー

（pp．240～241）は，‘‘He　mentions　the　name

given　by　the　Spaniards　to　their　business

books：”として，3主要簿のスペイン語を紹

介している。参考のため示そう。

日記（当座）帳

仕訳帳

元　帳

Boγγador

Manuall

El　Libro　grande



英米古典簿記書研究拾遺（承前・完）　（久野）

　前出のHistorical　Accounting　Lite「atu「e

の『書目』の71頁に，

　Malynes，　Gerard

　Consuetudo：vel，　Lex　Mercatoria，　or，　the

　ancient　low．merchant，　etc．，……compiled

　by　Richard　Dafforne……To　which　is

　added　An　Introduction　to　Merchants　Ac・

　counts，　compiled　by　John　Collings……

　London；Nicolas　Bourne，1656．

　として出ており，さらに，73頁には，1686

年版が出ているが，この版には，Richard

Dafforne，　John　Collins（前出のCollingsと

あるのは，Collinsのミスプリントであろう）

の増補のほかに，Abraham　Liset，　Richard

Zouch，　G．　Miege，　Sir　John　Burroughsの名

がみえている。出版人はNicolas　Bourneで

はなく，T．　Bassetとある。

　エルドリッジ（p．40）は，1622年にMalynes

の書物が出版されたことを示すとともに，

1636年と1656年に再版された際に，Daf正orne

のMerchants　Mirrourが増補（編入）され，

1686年版になって，CollinsのIntroduction

to　Merchants　Accountsと，　LisetのThe

Accountant　Closetが増補（編入）されたと

している。

XXエ　ドッドソンの簿記書

　1750年（邦暦で寛延3年，将軍家重の治世）に，

ドッドソン（James　Dodson）の次掲の書物

がロンドンで刊行された。

　The　Accountant，　or　The　Method　of　Book．

Keeping，　Deduced　from　Clean　Principles，

AIld　Illustrated　by　a　Variety　of　Examples．

By　JAMES　DODSON，　Teacher　o正the　Ma．

thematics，　London：MDCCL．

　ケリー（P．Kelly）のAshort　History　of

Book・keeping（P．　vii）では，メヤー（J．　Mair，
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1736）とブース（B．Booth，1789）の中間に位

置する簿記書家として，このDodSon，　West－

on，　Donn，　Hutton，　Hamilton，　Gordon，　Dow－

ling，　Jacksonの名をあげ，「これらの人々

は，いずれもが教師であることがとくに目立

つ。彼等は，簿記の諸原理を説明するに当

って優れた能力を示したように思えるが，実

務から理論を帰納する機会には恵まれなかっ

たようだ。その業績が示しているように，こ

れらの著者達は，相互にまねしあっており，

実務を基礎とすることなく，書物を種本とし

て著述している」と。なかなかもって手きび

しい論評を加えている。

　ドッドソンに対するケリーの評価は，この

ように必ずしも高くなく，しかも十把ひとか

らげにしたものであるが，好意的にみれぽ，

すくなくとも簿記テキストとしては，仲々ま

とまりのよいもので，学習には至便であると

思われる。その構成を紹介してみる。

　Macclesfield伯ジョージ閣下への献詞

　まえがき

　方法原理を解説した第1項～第19項

　Precept　l～X（第20項～第56頁）

　以上が，いわぽ「教則」に相当するもので，

8頁（pp．　i～viii）からなる。

　以下は，財産目録，当座帳，仕訳帳，元帳

の雛形を用いた解説であり，Traffick　Seal－

and，　Esq．の分と，　Tra缶ck　Sealand，　Merc・

hantの分とからなる。財産目録と当座帳に

当る分が前者（Ssq．）で17頁，後者（Merc－

hallt）で23頁，仕訳帳の分が前者で22頁，後

者で24頁，また，元帳（Leidger）の分が前

者で15頁，後者で16頁ある。その他が73頁分

ある。通しページの記載はないが，全部で190

頁となる。

　まえがきの冒頭でいう。

　この簿記書は，理論と実践との2部構成に

なっており，前者で，方法原理とそれにもと

ついた一般的な運用の諸ルール（Rules）を



演繹する方法を採用した。後者で，これらの

諸ルールを個々のケース，各般の取引にあて

はめていると。

　本文の冒頭の第1項から第19項までが，こ

の方法原理の解説であり，Precept　I～X（第

20項～第56項）では諸ルールを各般の取引に

あてはめて具体的に説明している。とくに注

目すべき点を示す。

　第20項で開始記帳を説明しているが，資本

（主）勘定を相手として資産を借記，負債を

貸記する手続をのべ，第21項で，資本（主）

勘定口座の貸方超過額が，資本（主）のWo－

rthを示すとしている。今日の簿記書にみえ

ているnet　worth（正味身代）の概念を想起

されたい。

　Precept　X．（第46項～第56項）で，締切，

総括（general　balance，決算）の手続をのべ，

とくに第56項で，次のようにいう。

　General　Balance　ought　to　be　taken　once

aYear　at　least，　and　this　may　be　done，

without　opening　new　Books．

　さらに，仕訳帳と元帳の雛形面でとくに注

目すべき点を紹介しておこう。

　仕訳帳に関して。

　（イ）金額欄は，伝統的な一欄式である。

　回　損益勘定および残高勘定への振替記帳

　　に際しては，すべて仕訳帳を経由してい

　　る。勘定口座間の直接振替記帳は行なっ

　　ていない。

　㈲転記（posting）という専門用語が一

　　般化していることを示している。（ln

　　transferring　the　Journal　Entries　into

　　the　Leidger，　commonly　called　Posting）

　元帳に関して。

　（d）丁（頁）数欄には，仕訳の相手勘定の

　　元帳面の口座丁（頁）数を記入しており，

　　仕訳帳の丁（頁）数ではない。伝統的な

　　筆者（久野）のいういわゆるL型である。

　（ロ）とくに，元帳の冒頭にある資本（主）

　　勘定rl座；TraMck　Sealand，　Ssq．の実
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　　況と，元帳の末尾にある残高勘定口座の

　　実況とを次頁以下に引用して参考に供す

　　る。前者を元帳の冒頭に，後者をその末

　　尾におくという伝統はそのまま継承され

　　ている。この例外は，まずない。

　財産目録から出発し，当座帳（取引の歴史

記録），仕訳帳（取引の勘定分解記録），元帳（取

引の勘定分類記録）とすすむ3要主簿制（tre

libri　PrinciPali）および現金出納帳（現金勘定

別の明細記録）を解説するという古典的なイ

タリア簿記の入門書である。新味には欠ける

が，テキストとしてはまとまりがよく，また，

「まえがき」の冒頭で示された前掲の著者の方

法論ないしその構想が，実に整然と記述され

ている。一種の好著といってよかろうと思う。

ケリーの論評は，少々手きびしいようだ。

X）皿　米国の初期の簿記書

　米国での最初の簿記書は，一般に，1796年

（邦暦で寛政8年，ワシントン大統領の在任期間

の末頃）にフィラデルフィアで刊行されたミ

ッチェル（William　Mitchell）の簿記書A

New　and　Complete　System　of　Book．Keep－

ing，　etc．だということになっている。その内

容およびとくに注目すべき点等については，

すでに『研究』・第3部でのべた。ハットフィー

ルド（H．R．　Hatfield）は，その著書Modern

Accounting　etc．，　1909（p．346）で，‘‘the恥st

American　text－book”といい，また，‘‘this

valuable　but　little　known　work”　ともい

っている。

　最近の研究，AHistory　of　Accounting　in

America，　An　Historical　Interpretation　of

the　Cultural　Significance　of　Accounting，

by　Gary　John　Previts＆　Barbara　Dubis

Merino，1979（PP．28～29）によると，　Early

Textbooksとして，ミッチェルではなく，

Benjamin　Workman，　The　American　Acco・
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untant；or　Schooimasters’New
Assistantが最初で，その初版は1789

年（ワシソトソ大統領に就任）であり，

第3版（増補版）が1796年にフィラ

デルフィアで出版されたという。そ

の増補人はR．PatterSonであると。

もっとも著者達（Previts＆Merino）

は，とくに注記（Note）していう

（P．40）。

　Workman’s　citizenship　is　not

　known，and　thus　the　assertion　that

　he　was　the　first　American　author

　ロ　1s　tenUOUS．

　たしかに，米国で出版された初期

の簿記書という場合，植民地時代を

どうみるのか，あるいは，米国人の

手になる簿記書という意味ならぽ，

厳密には，単に米国に在住ではなく，

国籍とか市民権（citizenship）取得

の有無，さらには取得の時期等が問

題となるし，また，英国における伝

統の改革者として輝かしい歴史上の

存在である彼のブース（Benjamin

Booth）のように，米国から英国に移

った「国籍を捨てた元米国人（an　ex・

patriate　American）」もある。

　　また，Maurice　E．　Peloubet，　The

Historical　Background　of　Acco．

unting，（Handbook　of　Modern　Acco．

unting　Theory，　Edited　by　M　Backer，

1955，p．8）もいうように，初期の米

国で利用された簿記書の多くは，英

書かその米国版であったのである。

　　Early　accounting　literature・

　　There　was　little　or　no　accounting

literature　of　American　origin　and

th量s　lack　was　supplied　by　British

texts　and　by　some　American　edi－

tions　of　these　texts．

　　前掲書（Previts＆Merino）にも，
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Benjamin　Boothのほかに，　Thomas　Diiwor・

thの簿記書Young　Book・keepers’Assistant

（Philadelphia，1789）がみえているが，この簿

記書にしても，別論文（r研究拾遺』，r経済論集』

第16巻第1号）で紹介したように，1777年に第

7版がロンドンで出版されており（Seventh

edition．　London：Printed　by　Richard　and

Hentry　Causton，），　1781，1784，1793，1796，

1801，1828，1839，1856，1870に重版（改訂）さ

れている。初版の年次は不明である。もとより

米国人の手になる簿記書というわけにはいか

ぬ。米国版としては，lmproved　and　Corrected

From　The　Last　London　Editionとして1803

年にもニューヨークで出版されている。この

場合のタイトルは，Dilworth’s　Book・Keep・

ers’Assistant　Improved：etc．となってい

る。

　『研究』で紹介しておいたジャクソンの簿記

書Book．Keeping，　in　the　True　Italian　Form

of　Debtor　and　Creditor，　etc．，　New　York：な

ども，1785年にダブリンで刊行された英書の

米国版である。

　元米国人をふくめて゜°the　first　American”

という事になると，「前掲書』（Previts＆Meri・

no）も指摘するように，　Benjamin　BoQth，

AComplete　System　of　Book．Keeping，　etc．，

London，1789であろう。もっとも著者の

Previts＆Merinoは，　A　Comψlete　Service

etc．，と書名を書いている。これはどうした誤

りであろうか。彼等の短い文章からは，断言

は出来ないが，記述が極めて抽象的であり，

彼等のいうhis（Booth’s）System，　Booth’s

contributionの内容を彼等自身充分に知って

いるのか，すこぶるあやしい。Boothの簿記書

を読んでいない疑いすら濃厚である。彼等は

単にBooth’s‘‘summary”apProachとのべて

いるだけで，summary　apProachの内容やそ

の発展史的意義については何らふれるところ

がない。ましてや，Boothの簿記書の元帳の参

照丁（頁）数欄が仕訳帳の頁数になっており，
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つまり，筆者（久野）のいうJ型になってお

り，それまでの英国の伝統的な方法，すなわ

ち，元帳の参照丁（頁）数欄に，仕訳の相手

科目の元帳面の口座丁（頁）数を記入する筆

者（久野）のいうL型ではないこと，つまり

英国の伝統を打破した米国型ともみるべきも

のであること，にはおそらく気がついていな

い。

　伝統の改革者ブースが，国籍を捨てた元米

国人（an　expatr量ate　American）であったこ

とを想起するとき，『研究』でも引用した彼の

簿記書の24～25頁の意見や序論4頁の末尾の

言葉セこは，まさしく，千鉤の重みがある。ま

た，i英i国のことを指して‘‘a　Commercial　Cou・

ntry　like　this”といういい方をしており，

‘‘

≠bommercial　Country　like　ours”といわ

ないところにも，彼の屈折した感懐の一端を

うかカミえる。

　PacioliないしPaciolian以来のイタリア

簿記の伝統，この伝統の最高峰に位するとも

みるべきメヤー（John　Mair，　Book．Keeping

Methodiz’d：etc．，1736）に対する最も強力な

アンティテーゼは，この元米国人ブースにょ

って提示されることになった。メヤー（1736）

の単一仕訳帳制に対するブース（1789）の複合

仕訳帳制，そして，通常，米国最初の簿記書と

いわれるミッチェル（1796）の複合仕訳帳制こ

れ等を思い合せると，一そう興味深いものが

ある。もっとも，ブースの場合は，正確には「月

次総合仕訳帳を仲介した複合（分割）仕訳帳

制」であるが，ミッチェルの場合は，分割仕訳

帳（複数）からそれぞれ直接に元帳に転記す

る‘‘direct　sources　of　posting　to　Ledger”

帳制を採用している。方法論としては，総合

仕訳帳（日次，週次，旬次，月次等）を仲介し

た複合仕訳帳制の方がより効果的であろう。

　なお，Prev童ts＆Merinoは，注記（Note　4，　P．

40）で，市民権の問題のほか，独立宣言（1776）

前の米国で（久野注，その後にも考えられるが）

さしたる根拠もなく自ら英国人であると申し



立てた著者達（writers　alleged）による簿記

書の類には，調ぺてみないと，米国人なのか，

ペン・ネームで偽装した（diSguised　w量th

pen　names）英国人なのか，判明しないとの

ぺている。彼等も指摘するように，確かに，

簿記のような専門技術（expertise）の書物の

執筆者としては，当時は，英国人（の名前）

の方が工合がよかったことであろう。もっと

も，論じてここに至れば，その著者が米国人

であろうと，偽装英国人であろうと，本物の

英国人であろうと，また，いつ市民権を取得

しようと，殆んど意味はない。要は，誰が著

述したかではなく，その簿記書が，いつの頃

出版されたものであり，当時の米国にとって，

その後のこの技術の発展にとって，いかなる

意義を持ち得たか，を論ずれば足りる。

XX皿　《補　記》

　独立した項目を設けるほどの事もないが，

なお個別に補足しておいた方がよいと思われ

るものがあるので，補記として，以下に記述

する。

　（1）　accountancy’s　Age　of　Stagnation

　パチオリ以来，19世紀に至る300年間は

「会計の沈滞の時代」であるとする有力な説

がとくにわが国にひろく流布しているが，こ

れは，おそらく，次の2つの原因にもとつく

ものと考えられる．

　その1は，Raymond　de　Roover‘‘New

Perspectives　on　the　History　of　Accounting，”

The　Accounting　Review，　XXX（July　1955）

に左祖する考え方。

　その2は，A．　C．　Littleton，　Accounting

Evolution　to　1900（1933）の巻末の次の文

章およびその訳文（片野一郎博士訳）の誤読であ

る。次に原文と訳文を引用する。

　The　high　lights　are　in　the　fifteenth　cen．
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tury，　when，　under　pressure　from　a　rapidly

growing　commerce　and　trade，　men　expan・

ded　account　keeping　into　double　entry；

and　in　the　nineteenth　century，　when　a　si・

milar　pressure，　this　time　from　commerce

and　industry，1ed　men　to　expand　double・

entry　bookkeeping　into　accounting．

　「光ははじめに十五世紀に，次いで十九世

紀に射したのである。十五世紀の商業と貿易

の急速な発展にせまられて，人は帳簿記入を

複式簿記に発展せしめた。時うつって十九世

紀にいたるや当時の商業と工業の飛躍的な前

進にせまられて，人は複式簿記を会計に発展

せしめたのであった。」

　RooverのいわゆるThe　Age　of　Stagna・

tion「沈滞の時代」に関していえぽ，1970年

10月のThe　Accounting　Review　45にJames

Winjumの論文“Accounting　in　Its　Age　of

Stagnation”が発表されたくらいであるから，

国外でもある程度はひろまった考えのようで

ある。しかしJames　Winjumも指摘してい

るように，このThe　Age　of　Stagnationは，

著名な会計史家であり，とくにこの時代を対

照とした研究で名高いB．Yameyの業績によ

って，事実上，否定されたとみてよかろう。

　さらに，リトルトンに関していえぽ，和英

文を対照してみればわかるように，また訳文

だけでも全文を通読すれぽすぐわかるように，

十五世紀と十九世紀の中間が，「暗黒の時

代」だといっているわけではない。進化の歴

史の流れの中で，とくに，十五世紀と十九世

紀とが，目立った時期，ないし，最高潮に達

した時期である，というくらいの意味である。

十五世紀と十九世紀とに「光が射し」ており，

従って，あとは「暗黒」という意味ではない。

原文でも訳文でも，意味を正確に通読して理

解せねぽならぬ。訳文の書き出しの部分は，

high　lightsの訳出に関連してなかなかスマ

ートな日本文なのだが，一部の人々には，か

えって誤読のもとになった。もっとも，15世
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紀と19世紀との間の「暗黒の時代」，さしたる

変化も認められない「沈滞の時代」という認

識では，‘‘Accounting　Evo！ution”という構

想それ自体が出てこない筈である。

　（2）パチオリは簿記（学）の始祖（patriach）

　　か

　かなり有力な説として，次のようにいう。

　20歳の頃のパチオリが，ペニスにでてきて，

富商ロンピアジ家の子弟の家庭教師となり，

この間に商業と簿記（いわゆるベニス式簿記）

の知識を修得したと。そして，実にその24年

の後に，『ズムマ』刊行に際して，世にいう

ベニス式簿記の解説をこの数学書にとり入れ

たと。その典型として，ここでは，David

Murray，　Chapters　iq　the　History　of　Book・

keeping　and　Accountancy＆Co皿mercial

Arithmetic，1930，　p．166とM．　Chatfield，　A

History　of　Accounting　Thought，1974，　p．44

を引用する。

　‘‘He　was　tutor　for　several　years　in　the

family　of　an　influential　merchents，　and　in

th三s　way，　it　is　thought，　he　acquired　an　in・

timate　knowledge　of　commerce　and　book．

－keep蓋ng，，

　‘‘he　gained　an　intimate　knowledge　of

commerce　and　bookkeeping．”

　上記に関して，　「研究』では，体験的にい

って，弱年の時の短期間の修得，とくに簿記

のような技術の知識の修得が，24年も後に，

書物にまとめる（実によくまとまっている）ほ

どに身についているだろうかという疑問を示

しておいた。

　さらにいえぽ，果して，簿記を修得する機

会があったのかさえ疑わしい。当時ペニスに

流布していた簿記テキスト（おそらくmanusc－

ript）を自著『ズムマ』ec　incorporate（編入）

した可能性の方が強い。この点について，前

記のRooverは前掲論文で，‘‘a　more　or　less

reworked　version　of　a　manuscript　which
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circulated　among　teachers　and　pupils　of

the　Venetian　Scuole　di　qbbaco　or　schools

of　commerce　and　arithmetic．”とのべている。

また，Cosmo　Gordon，　The　First　English

Books　on　Book．keeping，　Accounting　Rese・

arch，　vol　5．　No．3，1954は，‘‘these　manuals

（maniscripts）　was　incorporated　by　the

Franciscan，　Luca　Pacioli”とのぺている。

P．Kats，　Hugh　Oldcastle　and　John　Mellis．1．，

The　Accountant，27　March，1926も同意見

である。さらに，誰かの手助けがなければ，

とうていかかるテキストは書けないといった

ややもってまわった言い方をしているのは，

Fabio　Besta（E．　Peragallo，　Origin　and

Evolution　of　Double　Entry　Bookkeeping，

1938，p．56）である。

　さらに，‘‘Pacioli　improved　accounting　Pa・

rctice．”（M．　Chatfield，　A　History　of　Accou．

nting　Thought，1974，　p．49）などと考えたら，

これはもう大間違いである。『ズムマ』に編

入されたいわゆる「ペニス式簿記」は，各国に

その逐語訳に近い訳書が出たことで，簿記テ

キストとして，簿記の普及に役立ったことは

認める。しかし，前述（r経済論集』第16巻第3号）

したように，簿記テキストとしての完成品は，

むしろ，Manzoniの簿記書であったとみる

べきであろう。

　パチオリの簿記（と世にいうもの）の実体は，

「当時の簿記実務」の水準からみて，相当立

ちおくれているとする説，あるいは，その帳制

すなわち，3主要簿制は，もともとローカル

なものであったとする説がみられることは，

すでに『研究』でくわしくのべたので再説し

ない。

　パチオリの『ズムマ』に編入（？）された

簿記（の解説）が，テキストとしてまとまり

のよいものであることは認める。しかし，前

述（r経済論集』第16巻第3号）したように，

帳簿雛形を使っての具体的な解説を欠いてい

るために，なかなか，修得する学習者の側に



立つと不満は多いであろう。さらに，『ズム

マ』・計算記録詳論の第15章の本文に「本論の

末尾に雛形を示す」として，「詳論」の末尾に

掲示してある4勘定口座すなわち，Lodovi－

co　Forestani勘定，現金勘定，　Martino　Fo－

raboschi勘定，およびFrancesco　Cavalcanti

勘定，この現金勘定と3人名勘定は，本文の

記述また「詳論」の全般と，うまくマッチし

ていない。ありていに言えば，木に竹をっい

だような感が深い。この元帳勘定口座の雛形

は，意図不明といおうか，無駄といおうか，

何とも理解に苦しむ。

　会計史家の中には，「詳論」の本文がペニス

に流布したmanUScriptからの借用であり，

この雛形の部分がトスカナの別のmanuscri・

ptからの借用であるとする説をなす人もいる

くらいである。一般元帳から商品勘定を除外

しているのは，トスカナ風の記帳であるとい

い，また，人名勘定に示されている人名の

ForestaniやCavalcantiカミトスカナ地方に

固有のものだともいう（B．S．　Yamey，　Fif－

teenth　and　Sixteenth　Century　Manuscri・

pts　on　the　Art　of　Bookkeeping，　Journal　of

Accounting　Research，　Vol．5，　No．1，　Spring

1967）。

　ペニス簿記（の実務）の修得者なら，いず

れにしても，このような無意味な雛形を，し

かも，巻末という大事なスペースをうめるも

のとして，掲示する筈がない。

　（3）メヤー（John　Mair，1736　in　Edinbu・

　　rgh，1737　in　Dublin）の簿記書に関す

　　るある疑念

　『研究』では，メヤーの簿記書に対して，

発展史上の位置づけとしては，極めて高くこ

れを評価しており，また資本等式の先駆者と

しても種々論じておいた。これらの点につい

て，疑いをもつまでには至っていないが，も

しかしたら，メヤーの簿記書には，種本があ

ったのではないかという疑念をもつに至って

ユ00

いる。ただし，この種本らしきものについて，

オリジナルないしゼロックス版ともに入手し

ていないので，また，会計史家の関連した記

述もみたことがないので，断定はできない。

だが，刊行の時期といい，場所といい，また，

殆んど同じといっていいそのタイトルからみ

て，可能性は充分ある。比較して示す。（ア

ソダL・ライソ，筆者）

W量11iam　Ham董1ton（1735　in　Edinburgh），

Book・1（eeping　new　Modelled：or，　a　Treatise

of　Mercha茸t　Accounts，　according　to　the

Italian　Method．

　John　Mair（1736　in　Edinburgh），　Book．

KeepingMethodiz’d：or，　A　Methodical　Tro

atise　of　Merchant　Accompts，　According　to

the　Italian　Form．

　アンダー・ラインの部分を注意しながら両

者を対比されたい。ハミルトンの簿記書は，

メヤーに先立つこと僅かに1年，ところも同

じエディンバラである。

　マレー（D．Murray，『前掲書』，P．325）は，

次のように注記している。

　In　framing　the　title　of　his　book，　he　seems

to　have　had　that　of　William　Hamilton，　of

the　preceding　year，　before　him．

　果してタイトルの構想だけにとどまるかど

うか，疑問である。

　なお，参考のためここで，ケリー（P．Kelly）

（『研究』の237頁以下を参照）がその簿記書

（The　Elements　of　Book・Keeping，　etc．，1801）

のPrefaceの1部をなすA　short　History　of

Book4keeping（P．　vii）でのべたメヤーに対

する仲々手きびしい論評を紹介しておこう。

　In　1736，　John　Mair，　a　celebrated　Schoo1・

master　at　Perth，　wrote　his　popular　and

well．known　work，　entitled，　Boole・leeeping

Methodized，　which，　after　passing　through

several　editions，　was　published，　with　some
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alterations，　i且1768，　under　the　new　Title

of　Boo彦一leeeping〃∂der〃ized．　These　a】terati・

ons，　he　says，　became　necessary，　in　conse・

quence‘‘of　the　constant　change　a臓d　perpe・

tual　Hux　in　the　forms　and　fashions　of

Accountsh玉p．”　If　however　this　improved

edition　was　modelled　after　the　real　practice

of　the　time，　the　forms　and　fashions　of

Merchants　Accounts　must　have　since　under・

gone　great　changes　also；for　persons　at

present　instructed　in　Mair’s　Book・keeping

only，　when　placed　in　a　Counting－house，

gellerally　found　ignorant　of　what　is　going

forward　in　every　department．

　（4）Ralph（e）Handsonの簿記書に関する

　　覚書

　Historical　Accounting　Liteγatuγeの『書

目』によると，その236頁に‘Other　Early

Works’の分類で，　Ralph　Handsonの簿記

書の第3版が掲示してある。そのタイトルは，

次のとおりである。

　Analysis　or　resolution　of　merchants　acc・

ompts．3rd　edition．　London：Nicholas　Bou－

rne，1633．　Broadsheet．

　Broadsheetとあるから，　broadsideつまり

片面刷りの大判紙で，装釘した書物の体裁は

とっていないようである。『研究』のダフォ

ーン簿記書（1635）にみえているように，ダ

フォーンは自著の冒頭に，Ralphe　Handson，

Accountant，　touching　the　Auther，　and　his

workeというタイトルで，おおむね，次の

ようにのべている。

　私（ダフォーン）が，かつて，1632年にJ．

C．なる人物が刊行した書物（r研究』161頁以

下参照）に関する覚書でのべたように，この

J．C．の簿記書は，　Ralphe　Handsonの簿記

書（注，br・adsheet，　brodside）の丸写しである

が，もともと，このHandSonの簿記書そ

のものは，私が私用のために（for　mine　owne
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use），　Henry　Wanninghenの仏訳簿記書から

収集したデータを，不正に（surreptitiously）

に入手したもので，これに他書の雛形をない

まぜて，無断ででっち上げ（patch’t　up），刊

行したものだと。

　エルドリッジ（H．J．　Eldridge，　The　Evolu．

tion　of　the　Science　of　Book．keeping，2nd

ed．，1954，　pp，39～40）が，　J．　C．の簿記書は，

Hendric　Waninghenの簿記書のコピーであ

るとのべているのは，いささか短絡である。

　（5）モンティージの簿記書の解題訂正

　『研究』の179頁以下に解題したモンティ

ージの簿記書に関し，本文179頁2行目の

（Stephen　Monteage，　Charles）とある部分の，

Charlesを削除訂正する。これはエルドリッ

ジの「書目』の誤読に起因する。さらに，こ

れとの関連で，本文179頁6行目の右端か

ら8行目の左端までの部分の記述を削除訂正

する。また，本文179頁の12行目の右端から

はじまるフォスター『簿記史』のモンティー

ジの肖像画にかかわる記述について釈明する。

筆者（久野）の手許にあるモンティージ簿記

書（ゼロックス版）には，彼の肖像画が出て

いるページそのものが欠落していたので，本

文のようにもってまわった説明になってしま

った。フォスターの蔵書中のモンティージ簿

記書はオリジナル版で，この肖像画のページ

が完備していたのである。

　（6）スプラーグの経歴と影響力

　『研究』第3部の米（加）古典簿記書解題は，

1796年刊のミッチェル（William　Mitchell，

1763－1854）の簿記書（ANew　and　Complete

System　of　Book・Keeping，　etc．）に始まり，

1907年刊のスプラーグ（Charles　Ezra　Spra．

gue，1842－1912）で終っている。わが国の会

計（学）界に決定的な影響力をもったHenry

Rand　Hat丘eldのModern　Accountingは，

1909年に刊行されており，スプラーグの名は，



実にその第1頁に出てくる。すなわち，第1

章　複式簿記の理論（The　Theory　of　Double

Entry　Bookkeeping）に，

　　　　　　Goods＝Proprietorship．1

として，（注1）を次のように記述している。

　The　term　Proprietorship，　as　a　collective

term　for　all　the　accounts　representing　the

‘‘

`mount　one　is　worth”is　adopted　from

Charles　E．　Sprague’s　most　valuable‘‘Phil．

osophy　of　Accounts。”It　is　better　than　other

terms　which　have　been　used，　as　it　is　free

from　technical　ambiguity．

　従って，ハットフィールドを介して間接的

に与えられたわが国への影響力もまたみのが

せない。資本等式はその典型であるが，その

ほかにも，例えば，貸借対照表の作成方法に

関する「財産目録法」（the　inventory　met－

hod）と「誘導法」（the　method　by　deriva・

tion　or　the　derivative　method）という用語

などは，スプラーグに由来すると推定される。

彼の簿記書の第5章The　Balance　Sheetの

第65項（p．27）はいう。

　65．There　are　two　ways　of　constructing

　the　baiance　sheet．

　　として，2法を解説し，それぞれの方法に

つき，

　　　It　may　be　called　the　inventory　method．

　　　This　may　be　called　the　method　by

　　　derivation．

　　とのべている。

　　さらに，米国の（むしろ世界の）代表的な2

人の会計学者，ペイトン（W．A．　Paton）と

リトルトン（A．C．　Littleton）とは，スプラ

ーグの影響力やその経歴について，次のよう

にのべている。

　ペイトンはいう（出典は，G．　J．　Previts＆

B．D．　Merino，　A　History　of　Accounting　in

America，1979，　p．113）。

　It　was　these　writings（後掲のスプラーグの

著書を参照）that　aroused　my　interest　in

accomting，　and　without出is　spur　I　am

quite　certain　that　I　would　never　have　shif．

ted　from　teaching　economic　theory　to　a

career　primarily　in　the　accounting　且eld

θ’6．

　　また，リトル5ンはスプラーグの経歴と後

世への影響力あるいはその学問的評価につい

て，次のようにのべている（出典は，M．　M・o・

nitz＆A．　C．　Littleton　ed．，　Signi丘cant　Accoun．

ting　E8says，1965，　p，53）o

　スプラーグは，1860年にUnion　College

より学士号を，さらに1893年に博士号（Ph．

D．）をえた。生涯の大半をニューヨークの

Union　Dime貯蓄銀行ですごし，1892年には

頭取となる。1896年に公認会計士（C．P．A）

となり，また1900年以降は，ニューヨーク大

学の会計学原論の教授となる。その著書には，

Accountancy　of　lnvestment（1904），　Extend・

ed　Bond　Tables（1905），　The　Ph量losophy　of

Accounts（1907）があると。

　　リトルトンは，『前掲書』の第2部Postu・

1ates　and　Principlesの冒頭にThe　Philoso・

phy　of　Accountsの第6章Phases　of　the

Assets，第7章Phases　of　Liabi】ities，第8

章Proprietorshipおよび第9章Offsets

and　Adjunctsの4つの章をreprintして収

録している。

　そして，とくに，次のようにのべている。

　The　entire　book　is　significant　because

it　is　the　first　successful　attempt　in　the　U．

S．to　present　an　integrated　explanation　of

　　　　　ロaccountlng．

　It　is　couched　in　terms　of‘‘proprietary

theory，f｝　as　the　chapters　reprinted　here

demonstrate．（etc．）Many　of　Sprague’s　ideas

and　concepts　are　still　valid，　and　his　influ－

ence　on　subsequent　accounting　　thought

continues　to　the　present　day．
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　（7）「複式」（double　entry）に関する覚書

　「複式」ないし「複式簿記」という用語は，

英語のdouble　entryないしdouble　entry

bookkeeping，　bookkeeping　by　double　ent。

ryの訳語として定着したものである。明治

初期には，「複式」以外に「本式」，「複認」，

「複記式」，「ドップル・エントリー」等の用

語もみられた。

　　イタリア語では，scrittura　doPPio，フラン

ス語では，partie　doubleである。イタリア

初期の簿記書のタイトルでは，しばしぼ「ベ

ニス式（風）」といった表示もみられる。Sec・

ondo　il　costume　di　Venetia（according　to

the　method　of　Venice）である。こていねい

にも，secondo　el　consueto　de　questa　incl。

ita　Citta　di　Venetia（G．　A．　Tagliente，1525）

という例もある（「世に有名な彼のベニス市風

の」，according　to　the　habit　of　the　famous　City

・fVenice．）。また，インピンの簿記書（1543）

の場合のように，「イタリア式」a】aItalia・

ensche　maniere，　a　la　maniere　d’ltallieとい

う表示もよくある。

　あるいは，Simon　Stevinの簿記書（1602）

では，ala　maniere　d’ltalie……とあり，　H．

Waninghenの簿記書（1615）では，　vant　Ita・

liaells　Boeck・houden，とある。

　英国のとくに初期の簿記書では，「イタリ

ァ式」とか「ペニス式」といった表示はよく

みうけるが，「複式」という表示はみられない。

一般的なものは，the　order　of　Debtor　and

Creditorという系統の表示である。

　オールドカッスル（1543）……the　good

order　of　the　kepyng　of　the　famous　recon．

yng，　called　in　latyn　Dare　et　Habere，　and

in　Englyshe　Debitor　and　Creditor．

　　ピール（1553）……the　order　of　the　moste

worthie　and　notable　accompt，　of　Debitour

and　Creditour．

　ウェディントン（1567）……the　order　of

Debitor　and　Creditor，

　　メリス（1588）……the　order　of　Debitor

and　Creditor，

　やや時代が下ってからは，the　Italian　man・

er　of　debtor　and　creditorという表示が，

かなりポピュラー－VCなる。

　Historical／ACCOUnting　Literatuγeの『書目』

で調べてみると，double　entryという表示

が出てくる最初のものは，1715年にロンドン

で出版された（London：CKing，　et　al．，1715）

William　Websterの簿記書である。　Brown

編の『会計史』の『書目』でlt　London　1719，

とある。タイトルは次のとおりである。

　An　Essay　on　book－keeping　according　to

the　true　Italian　method　of　debtor　and　cre・

ditor，　by　double　entry，＆c．，　London　1719，

8vo．　Other　editions，1721，1726，1731，1746

（7th，），1744，1747，1749，1772（11th），　1779．

　マレー一の「前掲書』（P．336）によると，こ

のウェブスターの簿記書は，1758年にグラス

ゴーでも出版されており，同地で最初に出版

された簿記書となったという。

　double　entry　bookkeeping　（or，　bookkee－

ping　by　double　entry）「複式簿記」，　by　dou・

ble　entry「複式」といういい方は，　single

entry　bookkeeping（or，　bookkeeping　by

single　entry）「単式簿記」，　by　sing】e　entry

「単式」といういい方と対比して用いられる

ことが多く，時代的には，さらに下って，18

世紀の末から19世紀にかけての頃とみてよい。

　（8）Robinson　Crusoe（1719）の著者の簿

　　　記書

　ダニェル・デフォー（Daniel　Defoe，1659－

1731）の簿記書なるものの存在を，はじめ，

エルドリッジ（H．L．　Eldridge，　The　Evolu・

tion　of　the　Science　of　Book．keeping，　Sec．

ond　Edition，　Revised　1）y　Leonard　Frankla．

nd，1954）で知った。なお，エルドリッジのこの

書物の初版は1931年である。同書第2版の46

頁には，書名と簡単な紹介が付記されている。
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　ところで，その後まもなく，David　Murry，

Chapters　in　the　History　of　Bookkeeping

Accountancy＆Commercial　Arithmetic，

1930の265～266頁にも，デフォーの簿記書

の紹介がみえていることを知った。

　The　ComPlete　English　Tradesman　was

publisbed　on　llth　September，　ユ725，　and

was　reissued　in　1726．　etc．

　とある。

　Historical　Accounting　Literatureの『書

目」には，Book－keeping　and　Accountingの部

のEnglish・Irelandの項の145頁に，次の書

名がみえている。

　Defoe，　Daniel

　The　mercantile　library，　or，　complete　En－

glish　tradesman；directing　him　in　the　seve－

ral　parts　and　progressions　of　trade，　from

his　first　entring　upon　business，　to　his　leav－

jng　off……Dublin　：　J．　and　A．　Kelburns　1776．

　さらに，この『書則のOther　Early　Works

の部の239頁にも，ロンドン版の書名がみえ

ている。ロンドン版の刊行（初版か再版か不

明）が1726年で，Dublin版が1776年という

ことになる。

　Defoe，　Daniel

　The　mercantile　library　or，　complete　Eng．

1ish　tradesman……

　London：Charles　Rivington，1726

　同じ『書目』（Historical　ACCOUnting　Liter－

ature）で，違う部に同じ書物のタイトルが出

てくるのも妙な話しだが，ロンドン版の方が

Book・keeping　and　Accountingの部ではな

くてOther　Early　Worksの部に出ていると

ころが意味ありげである。簿記書とみるかど

うかで，混乱がおこっているためであろう。

　現物をみていないので，断言はできないが，

デフォーのこの書物は，そのタイトルでみる

限りは，どうやら，簿記書というよりもむし

ろ商売の手引書といった色彩が濃いようで

ある。エルドリッジは複式簿記の重要性を強
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調はしているが，その解説は不充分といい，

マレーは簿記の解説は本編ではなく補論とし

て取扱われていると指摘している。

　エルドリッジとマレーは，ともに，この書

物の中の小口現金出納帳の実況を紹介してお

り，当時のロンドンの富商の生活の一端がう

かがえるとのべている。マレーの266～268頁

から引用して次に紹介する。

η25，Jan．4To　the　Exeter　carrlers，　for　car・

　　　　　　・riage　of　money－　　　　　・00．15．03

　　　　　For　mendirlg　the　back　Shop

　　　　　　Sashes　broken　by　the　Foot・
　　　　　　ball　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　oo．02，06

！725，Jan．5To　a　poor　man　for　clearing　the

　　　　　　ice　every　Morning　at　the

　　　　　　Door　bアOrder璽
8For　a　Tub．man　with　Water，　the

　　pipes　Frozen
　For　Charcoal　fbr　a　Fire　in　the

　　ShOP－　　　　　　　　　　　　・－oo．03．06

　For　a　Sack　of　Coals　for　poor

　　Nurse　Amy，　by　my　Master’s

　　Order　　　　　　　　　　　　　　　　．　∞．03．06

　　Coachman　and　Se「vants　ft）「

　　Drink　whne　they　waited　　oo．02．06

　For　Coach　hire　for　a　Lady’s

　　Maid，　who　calne　for　Goods・oo．03．oo

　To　ThoJones　and　ano出er　f‘〕r

　　assisting　the　Constab！e　when

　　he　took　the　Shop　Li『ters　・◎o．02．06

　For　expenses　to　see　the　Jades

　　carrゾd　　　　　　　　　　　　　　■oo．02．06

HFor　the　Shoe　Cleaner　　　　roo。oo．06

　Given　two　men　who　help’d　the

　　Ladゾs　Cもach　up　that　was

　　over　thrown　　　　　　　　・oo．04・oo

　To　a　Woman　that　help’d　the

　　Ladies　out　and　brought　them

　　to　our　ShOP　　　　　　　　　　・oo，05．oo

【2For　Wine　given　to　the　Ladies

　　yesterday　when　they　were

　　frighted

　　NE、V　YEAR，S　G：FTS

1725，Jan，12　For　Tea　Pot　and　Cups，　my

　　　　　　Master　letしillg　the　Tea・table

　　　　　　fall　　　　　　　　・　　　　　　　　　●　oo，07．06

　　　　　For　four　Fire　men　to　stand

　　　　　　ready　when　the　Fire　was　at

　he1P，　by　Order　璽

For　two　servants　to　help　Mr．

　Given　to　a　poor　Man　that　was

　　hurt　at　the　Fire　by　Order　・oo・05・oo

13For　a　Porter　to　Spittle・Fields．

　　in　haste，　George　not　come

　　yet

エルドリッジが紹介している同じ小口現金
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出納帳では，冒頭のTo　the　Exeter　Carriers，

for　carriage　of　money……00．15．03の部分

その他2箇所が，すっぽりと脱落している。

不注意という外はない。この点は後に再説す

る。全般の記述の表現と内容ともに，エルド

リッジとマレーとでは，酷似したところがあ

り，例えば，前出の当時のロンドンの富商の

生活の一端がうかがえるとのべている箇所に

しても，両者で，次のようになっている。

　Murray：give　a　glimpse　of　the　life　of　a

prosperous　London　tradesman　in　the　early

part　of　the　eighteenth　century．

　Eldridge：give　an　insight　into　the　life　of

aprosperous　merchant　in　Defoe’s　t五me．

　また，day　book　and　journalに関して，

両者は，いみじくも同じ個所を引用して，こ

うのべている。

　Murray：As　to　the　term　Day．book　or

Joumal，　he（Daniel　Dafoe）says（P．93）

they　have　the　same　meaning，‘‘only　that

the　last　is　a　French，　and　consequently　a

little　more　mod五sh　word　than　the　former．”

　Eldridge：He（Daniel　Defoe）states　the

terms　day　book　and　journal　have　the　same

meaning‘only　that　the　last　is　a、French，　and

consequently　a　little　more　modish　word

than　the　former，．

　両者がいみじくも引用したデフォーの見解

は，いうまでもなく誤りである。

　なお，デフォーの書物の刊行について，エ

ルドリッジには，published　in　1725，　with　a

second　edition　in　1726とあり，マレーの

「1725年9月11日に出版され，さらに1726年

に再版された」とする説明と符合しているが，

Historical∠Accounting　Literatureの『書目』で

は，London；Charles　Rivington，1726とあ

り，とくに再版であるという記述はみられな

い。この辺の事情はよくわからない。

　エルドリツジの書物（1931，second　edition

1954，Revised　by　Leonard　Frankland）の
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刊行が，マレーの書物（1930）の刊行の翌年

であったことをとくに指摘しておく。また，

両者が，ともに引用した小口現金出納帳では，

エルドリッジの場合，冒頭の部分とその他2

箇所（1725，Jan．4；1725，　Jan．8；ユ725，　Jan．

10）がすっぽりと脱落していることと関連し

て，筆者（久野）の手許にあるエルドリッジ

の書物が第2版である関係で，この脱落が

1931年の初版からそうなっているのか，ある

いは，第2版の補訂人であるLeonard　Fra・

nklandの不注意で脱落しているのか，目下

のところ不明である。いずれにしても，エル

ドリッジの記述の種本がマレーであることは，

まず間違いはない。

　（9）残高勘定の消長に関する覚書

　名目諸勘定を損益（集合）勘定口座に振替

える場合，パチオリのような場合は例外で

（彼の場合は，とくに仕訳帳を経由しないことを

強調），原則として，仕訳帳で損益勘定を相手

にして仕訳をした上で元帳の各口座面に振替

えている。一般にこの記帳のことを，closing

（締切）entries（記入）という。さらに，損

益勘定の貸借差額を仕訳帳を経由して資本

（主）勘定口座に振替える。この記帳のこと

を，final（最終の）entry（記入）という。

　このfina1（最終の）という形容詞に，と

くに注目されたい。文字通りこれがfinaiな

のである。とすれば，最終の記入が完了した

後に元帳に残留している資産，負債および資

本のいわゆる実体諸勘定を，残高（集合）勘

定に振替えてみても，それは，最終の記入

（final　entry）が完了した後の検証以外の何

ものでもないことになる。この振替記帳につ

き仕訳帳を経由するという方式が，次第に採

用されなくなったり，また，とくに仕訳帳を

経由する場合では，元帳面の残高勘定口座の

記帳内容が，諸口として貸借それぞれ等額で

対置されるという甚だ形骸化したものとなる

のも，当然のなりゆきであり，さらに，この



傾向がいわゆる「英米式決算法」への道を拓

き，さらに，この決算法の主旨を徹底させれ

ば，むしろ，決算で実体諸勘定を総括（一般

にいう締切と繰越）せず，openにしておくこ

とになる。この際に，必要なことは，記帳の

継続性の保証という見地から，次期に継続し

ていく資産，負債，資本を検証することだけ

であり，世間でいういわゆる繰越試算表（実

体諸勘定につき，締切・繰越をしないのだから，

この名称も少々おかしいが）を作成すれば足り

ることになる。

　ao　ウェディントンの簿記書（1567）の影

　　響について

　既述したように，1567年にアントワープで，

英語簿記書が刊行された。ウェディントン

（John　Weddington）の簿記書であり，その

刊行人はPetter　van　Keerberghenだとい

う（Prenttyd　in　Andwarpe，　by　Petter　van

Keerberghen，　dewelling　by　owre　Lady　Ch．

arche，　at　the　signe　of　the　golden　Sonne）。

この簿記書名を，1588年に刊行されたメリス

（John　Me1】is）の簿記書名と比べてみると，

最初から24字まで，まったく同じで，わずか

にMarchantesの1字があるとないの違いで

ある。次のとおりである。

　1567，Weddington．　A　Breffe　Instruct三〇n，

and　Manner　howe　to　keepe，　Marchantes

Bokes　of　Accomptes．　After　the　order　of

Debitor　and　Creditor，　as　well　for　proper

accolnptes，　partable，　factory，　and　other　etc．

　1588，Mellis．　A　Briefe　Instruction　and

manner　hovv　to　keepe　bookes　of　Accomp．

tes　aノ夢er　the　order　o∫1）ebitor　and　Creditor，

＆as　well　for　proper　Accomptes　partib】e，

＆c．

　教師であったメリスの簿記書が，実務派の

James　Peeleからの影響とこのJohn　Weddin・

gtonからの影響をうけていることは，確かの

ように思える。

　ただし，ウェディントンの簿記書における

最も注目すべき特色「原始記入帳（the　book

of　original　entry）の分割」（分割仕訳帳制へ

の展開）は，彼の前と後とには，結局，みら

れなかった。オランダ簿記の実務の影響とみ

られるこの簿記書は，ベニス式に一辺倒の初

期の英国（語）簿記書群の中では，まさに「独

り立つ」といった体である。

　複合仕訳帳制（特殊仕訳帳と月次総合仕訳帳

の併用）を英国に持ちこんだのは，ずっと後

年になってのことであり，しかも，その人ブ

ース（Benjamin　Booth，1789）は，元米国

（New　York）の商人であったことは，極め

て印象的である。また，アメリカでの最初

の簿記書といわれているミッチェル（Willi・

am　Mitchell）の簿記書（1796）も，月次総

合仕訳帳を併用していない複合（分割）仕訳

帳制であった。ウェデインbンもこのタイプ

であった。

　速断になるかも知れないが，あえていえば，

英国に複合（分割）仕訳帳制をもたらしたも

のは，アメリカの実務であった。

XXW　家具（財）勘定等の変遷

　　　一棚卸法（inveAtorizatibn）から償

　　　却法（depreciation）ヘー

　リトルトン（A．C．　Littleton）は，　Accou－

nting　Evolution　to　1900．第14章減価償却の

冒頭に，メリス（John　Mellis，　A　Briefe　Ins・

truction　etc．，1588）の元帳の家具勘定‘‘lmp・

lements　of　householde，，につき，次掲の勤

定記録を紹介している。

Implements　of　househo豆de　here
against　｝s　due　to　have　xl．　x3．

and　isforso　much　as　I　doe
finde　at　this　day　to　be　consu－

med　and　wom，　which　said　xl．
xs，　for　the　decay　of　the　said

househo璽d　stuffe　is　borne　to
profit　and　losse　in　Debitor（15）……10100
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　この記帳に対応する損益勘定口座の借方記

帳は，次掲のとおりである。

More　x’．　x∫．　for　so　much　lost　by

decay　householde　stuff　as　in　Cr－

editor　（06）　・・。。・…　。・・・・・・…　。・・。・・・…　。…　。10　10　0

cay　of　the　said　hous6hold　stuのにょる損

失（10SS）を，家具勘定に貸記するとともに，

当該金額を損益勘定に借記しようとするもの

である。

　ここに明らかな認識の基調は，tbe　loss　in

valueであって，　cost　allocationではない。

　この記帳の雛形は，巻末のFINIS（完）の

っぎに，とくにメリスがオールドカツスル簿

記書（1543）に追補したとみられる部分で，

原典の実況は，上段のとおりである。

　これらの記帳の主意は，この時点までに生

じている使用にもとつく（at　this　day　to　be

consumed　and　wom）家具の廃化（the　de・

1675

Apr．10

Horses　　　　Debtor

To　Stock　6　Horse　va1．

at　81，　pc・6櫨 1

（左頁）←」

48

　17世紀に入っても，テキスト・クリティ｛

クを通じて，ほとんどみるべきものはない。

僅かに，モンティージ（S．Monteage）の例

をみるくらいのものである。Debtor　and　Cre－

ditor　made　easie：etc．，1682の　Leidger

No．　A．　MDCLXXV．の第4丁に，次の記帳

がみられる。

一・（右頁）

1676

Apr．5

Horses　　　Creditor
By　Loss　and　Gain，
loss　by　their　use

By　ballance　resting
va1．　at　71．　P〔＞6一

12

40

6

4
2
一
4
8

一「
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　開始記帳（167S年4月10日）に際し，資本

（主）勘定を相手科目として馬勘定に借記し

た6頭の馬の金額は，単価8ポンドで総額48

ポンドであったが，翌1676年4月5日（の決

算）に際しては，「使用にもとつく損亡」（10st

by　their　use）6ポンドを考慮し，その分を

損益勘定の借方に振替えるとともに，差引42

ポンド（単価7ポソド×6）を残高勘定の借方

に振替えている。

18世紀に入ってからも，同様に，資本（主）／

1747
1）ec．25

1748
Aug．　26

FURNITURE，

1

17

（左頁）・一一

　Debtor
To　S彦ock，　for　the　Value　th．
ereof・・・・・・・・・・・…　。・・・・・・・・・・・・…

　　　　　　　　　　　1

To　Cash，　paid　BenjaminBe・
dford，　Upholder，　his　Bi11…　　　　　　　　　　　2

3400

／勘定，現金勘定，実名商品諸勘定，多数の人

　名諸勘定（債権・債務），手数料勘定，利息勘

　定等の若干の名目勘定および損益・残高の両

　集合勘定が元帳勘定面の中心を占めており，

　家具・家財勘定等は開設していない場合が多

　い。

　　この世紀の中葉になって，James　Dadson，

The　Accountant，　or，　the　Method　of　Book．

Keeping，　Deduced　from　Clear　Principles，

etc．，1750の元帳雛形の第4丁に，家具勘定が

開設され，次の記帳がみられる。

一一一一 E（右頁）

　　1748
　　Dec．2500

236　17　　10
3656i17　　［10

　家具36561．17s．10d．の1748年12月25日（決

算日）における現価（now　valued　at）は3600

1．であるとして，これを残高勘定の借方に振

替え，差額561．17s．10d．を「当年度の使用に

もとつく」（for　the　Wear　thereof　this　year）

損失としてこれを損益勘定の借方に振替えて

いる。‘now　valued　at’との差額561．17s．10d．

を‘the　loss　in　value’としてとらえているわ／

　1758
January 1

Moveables，　etc．

（左頁）←一

To　Stock，　for　the　Value
thereof…　。・…　ひ・・一・・…　。・・。・・…　　　　　　　　　　　1 150

　1758年1月1日の開始記帳に際しての家具

1501．は，1年を経過した決算日（1758年12月

31日）現在においても，価値の損亡なく依然

として1501．のままである（remaining）と

いう主意である。「使用にもとつく損失」の記

帳はない。そこで1501．をそのまま残高勘定

の借方に振替えている。

　18世紀全般を通じて，「当年度の使用にも

とつく」（for　the　Wear　thereof　this　year），／

24

per　Contra　　Creditor

By・Balance，　now　valued

　　　　　　　　　　　16at　・・・・・・・・・・・・・…　随・…　。・・・・…　鱒・

By　Profi’t　and　Lo∬，　for　the

Wear　thereof　this　year…　　　　　　　　　　　15

3600’ O　　　0

5！1王110

365611710

／けである。

　　そこで．もし，valueに変化がないとした

　ら，どうなるのか。その典型を，Benjamin

　Donn，　The　Accountant：Containing　Essays

　on　Book・Keeping　by　Single　and　Double

　Entry．1778にみることができる。元帳雛形

　の第4丁に，次の記帳がみられる。

1

1－一・（右頁）

　1758
Decem－Iber

i
31 By　Balance，　remaining　Ho．

usehold　Furniture，　etc，　to

Value°f……’°’”…” P17 150m
／「価値の損失」（the　loss　in　value）を認識する

　というケースは，簿記書でみる限りでは，前

　の世紀と同様に，極めてまれである。この世

紀のおそらく最高水準のテキストのひとつと

　目されているBenjamin　Booth，　A　Complete

　System　of　Book・keeping，　etc．，1789の場合

　ですら，そのB元帳（95頁）に示された家具勘

　定は，次のとおりであった。何のコメントも

　ない。
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1）r． Household。Furniture Cr．

　18世紀末葉までの状況を総括すると，こう

なる。

（イ）家具勘定（Household－Furniture，　Furn．

iture）ないし家財勘定（Moveables，　Movab－

Ies）を，元帳勘定面に記帳するという基本的

認識それ自体が甚だ希薄である。その事例に

乏しい。

（ロ）価値（the　Value）の側面から把握され

ていることから，‘now　valued　at’が，結果

として，「減価」となるか，「変らない」（rem－

aining）か，さもなくば「増価」となる。「減

価」の場合では，　「使用にもとつく価値の損

失」とみるわけだが，前の例の馬勘定（Horse）

のような場合，生きもののことだから，生長

にょりむしろ「増価」を認めなけれぽつじつ

まが合わない場合もおこりうる。

の　いずれにしても，素朴な棚卸法（inven－

torization）の適用であり，その基調は‘10ss

in　value，であって，‘cost，の‘periodic　a11・／

Household　Furniture

　1787
0’June．30

Dr．

　　　By　Balance・…………・・83　　750　　0　　0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　「－m
／ocation’としての償却法（depreciation）の

理念からはほど遠い。

　19世紀の中葉頃までの時期をみても，その

大勢に変化はない。家具勘定・家財勘定その

他の財産を示す勘定それ自体が開設されてい

ない。さらに，例えば船舶勘定のようなケー

スでは，その会計処理は，混合商品勘定と同

じ筆法である。期末棚卸額を貸記した状況の

もとで，同勘定口座で船舶の運営にかかる損

益（成果）を測定できる仕組となる。そこで，

この場合では，問題は棚卸額の評価いかんに

かかってくる。

　1801年に刊行されたケリー（P．Kelly）の簿

記書The　Elements　of　Book・keeping，　etc．は，

『研究』でのべたように高い水準のものでは

あるが，家具勘定に関しては，次掲のように

なっている（雛形の第2丁）。

Contra Cr．

Jan．1

Feb．27

To　Stock………・…・…・

To　Cash……・・……・…

1

1

750

130

0

0

　March310

0

88・1　・i・

　このような一般的な状況のもとで，注目さ

れるのは，1808年刊行のJames　Morrison，

AComplete　System　of　Merchants’Accou－

nts，　etc．である。その168頁の仕訳帳の実況

および176頁の家具勘定口座を紹介する。（次

頁参照）

　仕訳帳の2行目に，To　Furniture，　allow・

・df…ea・＆wea・2÷per　ce・ちとあ・・

　家具（Furniture）勘定に対して，「使耗に

つき，2．5％を差引く」旨が明示されている。

自然の作用にょる消耗のことを，一般にwe－

ar　and　tearと称することは周知のとおりで／

…… @By　Balance………

．．

Q＿一ゴ’

20 880 0　　0

／ある。ここではtear　and　wearとなっている。

　前に示した例えばJames　DadSonのような

　ケースでは，期末の家具の価値（now　valued

at）が36001．であるとし，同勘定面の借

方額3656Z．17s．10d．とくらべ，その差tW　561．

　17s．10d．が「当該年度中の使耗にょる損失」と

する。かかる基調と比べると，James　Morri・

　Sonのこのケースは，明らかに，　loss　in　va・

　lueという伝統的な棚卸法の認識から一歩ふ

　み出したものであり，償却法への方向へふみ

　込んだものといえよう。

　　さらに一歩を進めたのが，イングリス（W．
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　　　　　　　　　PROFIT＆LOSS　Dr．　to　Sundries．

　　　　　　　　　　To　close　the　following　Accounts．

To　Cot彦on，10SS　on　it，………・・………・・…・………・………………・……・・…………

To　Furniture，　allowed　for　tear＆wear　2⊥．　per　cent，………………………
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　To　lo纏Howie（G　Co．　suppose　a　loss　2s．6d．　per£，　on，El　247，………………

To　Charg・es，　balance　of　that　Account，…・…・・……・…・・……・・…………・………

To　House　EXPenses，…………・…・…・……………………・…・…………・…………

To／ames　1）enny＆Co．　supposed　loss　of　7s．6d．　per£，　onδ£250：2：9，……

To　Consignmeut　Hamburg・h　in　Oo．　allowed　12÷per　cent．　on£111：121

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5，being　balance　in　hand，．．．．．．∫

To　Jnsurance，………・・………・・………・………・………………・……・…・…………

　　　　　　　　　Sundries．　Drs．　to　PROFIT＆LOSS．

　　　　　　　　For　Gain　on　the　following　Accounts．

Co〃on　｝「arn，・………・………・・………・・………・…・……・……・・………………・…

Madder，・・…・・………………………・・…………・……・…………………・……………

AsheS，　…・………・・…・……………・………・………・・………………・………………

Interesち……・…・・…………・……・・鱒・……・…・・………・・……………・………………

Commi∬ion，…・・……・・……………・…………・………・・……・・・……・………………

VVilliam　7「ale＆Co．解y　ACCOunt・Oonsig〃zents，…………………　…………………

ルtuslins，…………・…………・・……・…・・……………・……………・…・・…・・…………
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176 LEDGER．

Dr， Furniture． Cr．

1807
Jan．

Mar．

Apr．

1
2

　
1

1

To　Stock，………

To　Cash，………

To　Balance，・．＿．

1
9
臼

9

1
8

7

80

80

80

4
8

1

2

2

2

0
00
0

0

1807
Mar．

June．

31

30

By　Balance，・…・・

By　Profit＆Loss，・・

By　Balance，……

9

25

80

80

2
8

　
7
80

2

2

0
22

0

0

0
00

Inglis）のBook－Keepillg　by　Single　and　Do・

uble　Entry（1849，1861，　1872，　etc．）であり，家

具（Counting・House　Furniture）勘定につき，

5％の償却（直接償却）分を，いったんTrade

Expenses（営業費）勘定に振替え（この勘定に

は，賃借料，税金，給料，上記の償却費および保

険料を記帳している），この勘定の借方合計額を

110

損益勘定（借方）に振替えている（PP．176～181）

家具勘定を次頁左側に掲示する。

　前世紀70年代ともなると，Thomas　Batte・

rsby，　The　Perfect　Double　Entry　Book．keeper

etc．，1878にみるように，いくつかのいわゆ

る固定資産勘定口座が姿をあらわし，それら
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のうちの一部には，

By　Profit　and　Loss

Depreciationを貸記

することになる。19

頁の仕訳帳の当該部

分および21頁の元帳

面の冒頭に示された

5種の勘定口座を本

頁の中央部分と次頁

に紹介する。

　土地勘定の記帳方

式が，混合商品勘定

の原理を基調とした

ものであることは，

いうまでもない。

　1887年刊のEmile

Garcke　and　J．　M．

Fells，　Factory　Acc－

ounts　their　Princi．

ples　and　Practice

etc．，ともなると，第

6章固定資産（Fixed

Capital）を開設し

（pp．95～118），その

定義にひきつづき，

Depreciation（減価

償却）を論じ，また，

減価償却における4

要素として，cost　of

an　object，　estimated

tenure　of　life（耐用

年数），restoration（補修）およびresidual

value（残存価値）を説明している。
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